
№
担当
内線

２ － １ － ４

令和 3 年度 ～ 3 年度 8,525 千円

歳出科目：06.01.02.04.50
千円

8,525 千円

市費
8,525 千円

国費

0 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 ― ― ― ―
― ― ― ―

その他
0 千円

8,183 千円

令和３年度 単位

実績値 ― ―
目標値 ― ―
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観点別評価

必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

終了

本計画の実現に向け、各分野において必要な取組を実行する。
また、計画の推進に向け、基本成果指標の進捗管理を行うなかで、実施状況や効果
の検証を行う。

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献

課
題
の
整
理

⑦コスト
削減余地

Ａ
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題
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決
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向
け
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今
後
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向
性

評
価
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目
（
決
算
時
に
作
成
）

本計画により、今後10年間の農業・商業・工業・観光の各分野における施策
推進の大きな方向性を庁内及び事業者・産業関係団体、市民等と共有するこ
とができる。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

進行管理を行い、遅滞なく計画を策定する

Ｃ

事業の
評価・課題

A

本市を取り巻く社会経済情勢の変化や第2次計画での進捗状況、課題を踏まえつ
つ、今後10年の農業・商業・工業・観光の産業に関する大きな方向性を示すことが
できた。
その中で先導プロジェクトとして、特に計画期間内の前期に優先的・重点的に取り
組む施策を示したことで、メリハリのある計画とすることができた。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 商工業

予
算
見
積
書
で
活
用広域観光や地域経済の活性化などの時代の変化に対応した実行性のある新し

い産業・観光振興計画を策定するため。財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 8,500

事業概要等

事業概要：

平成24年度に策定した産業・観光振興計画の改訂を行うもの。商
業・農業・工業といった従来の「産業」に加え、観光による地域
産業や、企業誘致も含めた令和4年度から令和13年度までの産業・
観光振興計画を策定する。

事業目的：
商業、農業、工業の各産業分野及び観光に関する取組が新たな指
針となる振興計画の策定を目的とする。
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標
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目
（
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全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容： 半田市産業・観光振興計画の策定調査分析を業務委託する。

問題点・
課題等：

産業・観光の基本方針と施策の方向性を長期の視点から高度化・
高付加価値化を図る必要がある。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

農業、商業、工業及び観光の各分野で、活性化に向けた各種施策を推進する
ことができる。

目標値や目指すべき状態

進行管理を行い、遅滞
なく計画を策定する

実績値

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 13-9

PDCA 主要事業名
産業・観光振興計画

策定事業
部課名 市民経済部産業課

鈴木
321


